
市民の宝 輝く瞳
まゆ玉飾り
（みのり保育園）

五穀豊穣やお蚕さまの成長を祈願して行う小正月行
事の「まゆ玉飾り」。この日のためにお団子を丸め
る練習をしていた子どもたちは、「健康で笑顔いっ
ぱいに過ごせますように」と願いを込めて、おじい
ちゃん、おばあちゃんと一緒にきれいに飾り付けま
した。
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特　
　
　
　

集

市議会のこと
今年４月には、20年４月１日に新村上市が誕生して３回目の村上市議会議員一般選挙が行わ
れます。今号では、議会の役割や市議会議員になるための条件などについてご紹介します。

Ｑ議員の役割は？
　議員は、市民の代表として市行政
をチェック・監視し、政策提案を行
い、予算や条例などを審議・決定す

る役割があります。

Ａ
Ｑ

Ｑ

議会とは？

議員の報酬は？

　私たちが住む村上市を快適で住み
よいまちにするため、議員と市長が
集まって議論する場が議会です。

　議会は、選挙によって選ばれた議員で構成さ
れています。年4回の定例会（3・6・9・12月）
と、必要に応じて開かれる臨時会を通じ、予算
や条例などを審議する議決機関です。

　議員は、条例で定められた報酬の
ほか、政務活動費が支給され、活動
しています。

　なお、村上市議会議員の定数は26人。村上
市議会議員の報酬額は、新潟県内20市中17番
目です。

■議員報酬（月額）
議長 359,000円
副議長 295,000円
議員 273,000円

■政務活動費（年額）
会派 60,000円×所属議員数
議員 60,000円

Ａ

Ａ

Ｑ会派とは？
　会派とは、議会活動を行うため、
同一の理念を持つ議員の集まりです。
　村上市議会では、会派制をとって

おり、現在７つの会派があります。

Ａ

Ｑ定例会や
臨時会のほかに
何をしているの？

　総務文教、市民厚生、経済建設の
３つの常任委員会に分かれての審議、
議会運営委員会や必要に応じて設け

られている特別委員会などのほか、議員個人や
会派によって、次のことをしています。
⃝�所属委員会の所管事務調査や行政視察を通じ
ての調査・研究
⃝�関心あるテーマによる研修会の参加、開催
⃝地域や各種団体などの会議等に出席

Ａ
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特　
　
　
　

集

４月17日は村上市議会議員選挙の投票日です。

告　 示
投票日の７日前が告示日。立候補届出
の後、街頭演説やポスター貼りなどの
選挙運動を開始します。

お伝えします！
Ｑ選挙に立候補

する条件は？
　市議会議員に立候補するには「日
本国民で満25歳以上であること」「村
上市議会議員の選挙権を持っている

こと」が条件となります。
　また、「供託金」※を法務局に預ける必要があ
ります。

Ａ
Ｑ 選挙運動費用の

公的負担は？
　立候補や立候補者間の選挙運動の
機会均等を図るため、定められた範
囲内で、選挙運動期間中の①選挙用

はがきの郵送料、②自動車借上料・燃料・運転
手等の費用、③ポスター作製費用などが公費で
負担されます。（ただし、②③については、供
託金没収者については、公費で負担されません。）

Ａ

※「供託金」とは？
　選挙の立候者が、立候補の届け出の際に預ける一定の金額。無責任な立候補を防ぐための制度で、選挙で得票数が一
定数に達しないと没収されます。村上市議会議員選挙の場合、供託金の額は30万円ですが、得票数が「有効投票総数÷
議員定数×1/10」の数に達しなかった場合は没収されます。

議会活動が始まるまで

※�公職選挙法の一部改正により選挙年齢が満18歳に引き下げられますが、28年６月19日以降に公示される国政選挙から適用となります。

選挙期間前

議会の開会 投票日・当選

議員になって何をやりたいのか考えて政策
の立案をしたり、立候補予定者説明会・事
前審査に参加して立候補の準備をします。

選挙後初の議会が開会され、議長・副
議長の選挙のほか各議員の委員会等の
所属が決まり、新しい議会構成による
議会の活動が始まります。

投票日は選挙運動をすることはできま
せん。当選者には選挙管理委員会から
当選証書が渡されます。
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一　

般　

質　

問　
⑴

1 5ペ
ー
ジ尾形修平議員

１．�市営墓地の現状と今後の施策につ
いて

２．�日下地内の創設非農用地の早期事
業実施について

7 8ペ
ー
ジ鈴木いせ子議員

１．村上総合病院の進捗について
２．�市内畜舎の悪臭対策の進捗状況に
ついて

13 11ページ冨樫宇栄一議員
１．公共施設の総合管理計画について
２．保育園の充実について
３．六斎市の振興策について

2 5ペ
ー
ジ大滝久志議員

１．林業振興について
２．�日本海沿岸東北自動車道の早期完
成について

8 8ペ
ー
ジ片野鉄雄議員

１．道路問題について
２．住宅リフォーム事業について
３．老人クラブについて
４．観光振興策について
５．公衆トイレについて

14 11ページ小杉和也議員
１．観光戦略について
２．歴史的風致維持向上計画について
３．�「まちの駅」を活用した活性化につ
いて

3 6ペ
ー
ジ板垣千代子議員

１．�殺処分ゼロを目指す地域猫活動に
ついて

２．�薬物、アルコール依存症者と家族
へのサポート体制について

9 9ペ
ー
ジ長谷川　孝議員

１．�市外からの介護サービス事業者に
よる新設建設工事における市の関
わりについて

２．�地域貢献みまもり事業の導入につ
いて

15 12ページ渡辺　昌議員
１．公共施設等総合管理計画について
２．朝日みどりの里と道の駅について
３．認知症対策について

4 6ペ
ー
ジ小林重平議員

１．村上市の農業の取り組みについて
２．体育施設について

10 9ペ
ー
ジ滝沢武司議員

１．市の職員定数問題について
２．�村上市第６期介護保険事業計画と
地域包括ケアシステムについて

16 12ページ川村敏晴議員
１．�本市における災害発生時の住民に
対する避難情報の発信の在り方と
被災後の支援体制について

２．�市内５地区のスポーツクラブの活
動意義と行政支援策について

３．�荒川総合体育館の耐震調査の結果
とその後の施設維持について

17 13ページ竹内喜代嗣議員
１．ＴＰＰ大筋合意について
２．公契約条例の制定について
３．安倍政権の医療福祉改革について
４．�設備設計情報漏えいの事実経過と
市の対応について

5 7ペ
ー
ジ川崎健二議員

１．塩谷海岸の浸食防止について
２．�旧神納中学校体育館の屋根の改修
について

３．神林地区の活性化について

11 10ページ山田　勉議員
１．除雪対策・体制について
２．�特別養護老人ホームの入所待機者
を減らす対策について

6 7ペ
ー
ジ本間清人議員

１．村上市の観光施策について
２．公営住宅について
３．市の職員について

12 10ページ佐藤重陽議員
１．人口減少を食い止めることについて

　12月３日・４日・７日・８日の４日間の日程で行わ
れた一般質問に17人の議員が登壇しました。
　質問および答弁の要旨を掲載します。（質問順）
　※�全質問事項は以下のとおりです。なお、一般質問の原稿は、
質問者が作成したものを掲載しています。

市政を問う!! 17人が
一般質問
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一　

般　

質　

問　
⑵ 尾形　修平 議員

大滝　久志 議員

市営墓地の現状は

	

市
営
墓
地
は
、
村
上
地
区

が
羽
黒
町
、
岩
船
地
内
３
カ
所

の
計
４
カ
所
、
神
林
地
区
に
松

喜
和
霊
園
、
山
北
地
区
に
府
屋

墓
地
の
合
計
６
カ
所
設
置
し
て

い
る
。
現
状
と
今
後
の
施
策
に

つ
い
て
伺
う
。

	

村
上
地
区
の
墓
地
は
、
昭

和
29
年
の
合
併
前
の
旧
村
上
市

市
制
施
行
前
の
墓
地
を
そ
の
ま

ま
引
き
継
い
だ
も
の
で
、
使
用

料
は
無
料
と
し
て
い
る
。
松
喜

和
霊
園
は
完
売
し
、
府
屋
墓
地

は
残
り
３
区
画
と
な
っ
て
い
て
、

利
用
可
能
な
区
画
が
29
あ
る
。

	

荒
川
地
区
と
朝
日
地
区
に

は
市
営
墓
地
が
な
い
現
状
だ
が
、

市
民
の
方
か
ら
の
要
望
等
は
な

い
の
か
。

	

両
地
区
と
も
、
集
落
墓
地

や
寺
院
等
で
埋
葬
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
現
状
で
は
要
望
等

は
聞
い
て
い
な
い
。

問答問答

	

村
上
地
区
の
墓
地
は
、
何
十
年
の
間

管
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
施
設
整
備
も
さ
れ

て
い
な
い
現
況
だ
が
、
今
後
条
例
の
改
正

も
視
野
に
入
れ
て
検
討
す
る
考
え
は
。

	

今
後
、
市
営
墓
地
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、
至
急
調
査

し
対
応
し
た
い
と
思
う
。

	

３
カ
所
の
火
葬
場
も
老
朽
化
が
進
ん

で
お
り
、
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

	

保
守
点
検
と
修
繕
工
事
に
よ
り
、
早

急
の
建
て
替
え
は
考
え
て
な
い
が
、
待
合

室
等
を
含
め
、
リ
フ
ォ
ー
ム
は
検
討
す
る
。

	

長
年
、
い
わ
ゆ
る
塩
漬
け
と
な
っ
て

き
た
「
日
下
地
内
の
創
設
非
農
用
地
」
の

早
期
事
業
実
施
に
つ
い
て
伺
う
。

	

未
活
用
を
解
消
す
る
た
め
、
当
初
の

目
的
ど
お
り
「
総
合
体
育
施
設
」
と
し
て

整
備
を
進
め
る
。

問答問答問答

	

村
上
市
に
は
２
森
林
組
合
が
あ
り
林

家
や
林
業
事
業
体
が
同
じ
施
行
を
し
て
も

国
・
県
・
市
の
補
助
金
に
差
異
が
あ
る
。

造
林
保
育
事
業
等
で
同
額
の
補
助
金
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

	

林
家
や
林
業
事
業
体
が
国
・
県
・
市

の
補
助
金
を
受
け
る
場
合
、
森
林
経
営
計

画
の
策
定
が
必
要
で
あ
る
。
計
画
策
定
に

必
要
な
山
林
所
有
者
の
同
意
が
得
ら
れ
ず

策
定
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

	

山
北
、
朝
日
、
村
上
地
区
で
市
行
造

林
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
。
適
切
な
保

育
管
理
が
行
わ
れ
て
き
た
か
。

問答問

	

市
行
分
収
造
林
の
契
約
山
林
は
７
１

３
ha
あ
り
、
保
育
管
理
等
に
つ
い
て
は
村

上
市
森
林
整
備
の
定
め
に
よ
り
適
期
施
行

を
実
施
し
て
い
る
。

	

日
沿
道
の
早
期
完
成
は
村
上
（
山
北
）

地
域
の
発
展
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

今
後
の
道
路
関
係
予
算
の
見
通
し
は
ど
う

か
。

	

現
在
、
朝
日
地
区
で
用
地
買
収
の
準

備
と
山
北
地
区
の
道
路
設
計
等
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
国
の
道
路
関
係
予
算
は
対
前

年
比
１
・
16
倍
と
な
っ
て
い
る
。

	

山
北
地
区
勝
木
の
高
速
道
路
と
国
道

７
号
と
の
交
差
付
近
の
施
工
の
実
態
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

	

勝
木
地
内
の
国
道
７
号
と
の
交
差
付

近
で
、
景
観
の
阻
害
や
地
域
分
断
の
観
点

か
ら
、
道
路
構
造
の
見
直
し
要
望
が
あ
る
。

市
と
し
て
地
元
の
要
望
に
沿
え
る
よ
う
国

に
働
き
か
け
る
。

答問答問答

伐採作業現場で積み込み作業をしている様子

管理されていない墓地

市
行
造
林
の
管
理
は
適
切
か
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
大
筋
で
合
意
し
、

世
論
調
査
で
は
国
民
の
56
％
が

お
お
む
ね
賛
成
の
よ
う
で
あ
る

が
、
農
業
関
係
者
は
大
変
不
安

を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
先
を
心

配
し
て
い
る
。
農
家
の
皆
さ
ん

が
希
望
と
夢
を
持
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

	

国
で
は
農
林
水
産
業
の
体

質
強
化
策
、
既
存
の
政
策
の
見

直
し
・
改
善
を
含
む
経
営
安
定

対
策
の
充
実
を
中
心
と
し
た
対

策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
本
市
で
も
、
既
存
の
対
策

や
米
の
生
産
調
整
の
見
直
し
等

を
考
慮
し
な
が
ら
、
農
産
物
の

優
位
性
と
消
費
者
動
向
を
見
据

え
た
販
売
戦
略
を
構
築
し
、
地

域
の
特
性
に
合
っ
た
希
望
の
持

て
る
農
業
施
策
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答

一　

般　

質　

問　
⑶

板垣千代子 議員

猫
の
殺
処
分
ゼ
ロ
へ

	
国
内
の
猫
の
飼
育
数
は
、
全
国
で
約

１
千
万
匹
に
上
り
、
今
や
大
切
な
家
族
の

一
員
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
。
一
方
、
無

責
任
な
飼
い
主
に
よ
る
飼
育
放
棄
な
ど
が

原
因
で
野
良
猫
化
し
、
25
年
度
は
９
万
９

６
７
１
匹
が
殺
処
分
さ
れ
た
。
こ
う
し
た

殺
処
分
を
減
ら
そ
う
と
各
地
で
広
が
っ
て

い
る
の
が
地
域
猫
活
動
で
あ
る
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
は
、
野
良
猫
の
繁

殖
を
抑
え
、
自
然
沙
汰
で
数
を
減
ら
し
て

い
く
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
（
捕
獲
し
、
不
妊
・
去

勢
手
術
を
施
し
、
元
の
地
域
に
戻
す
こ
と
）

だ
が
、
村
上
市
で
も
こ
の
活
動
を
導
入
す

る
考
え
は
な
い
か
。

問

	

26
年
度
の
県
内
の
殺
処
分
は
２
千
８

頭
で
当
管
内
で
の
殺
処
分
は
１
５
１
頭
と

な
っ
て
い
る
。
管
理
者
と
住
民
の
ト
ラ
ブ

ル
、
地
域
猫
に
対
す
る
虐
待
な
ど
、
新
た

な
問
題
も
発
生
し
て
い
る
。
課
題
も
多
く
、

検
討
会
等
で
研
究
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

	

薬
物
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
依
存
症

者
一
人
に
対
し
一
面
的
に
関
わ
る
の
で
は

な
く
、
相
談
、
治
療
、
生
活
を
支
え
る
法

律
的
な
支
援
、
家
族
へ
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
が
情
報
を
共
有
し
、

依
存
症
者
の
社
会
復
帰
ま
で
支
え
抜
い
て

い
く
、
こ
の
よ
う
な
活
動
に
つ
い
て
、
村

上
市
で
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
伺
う
。

	

本
市
で
も
、
本
人
や
家
族
の
同
意
を

得
な
が
ら
、
医
療
機
関
、
保
健
所
、
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
は
ま
な
す
等
の
関
係

機
関
と
情
報
共
有
を
行
っ
て
お
り
、
必
要

に
応
じ
て
関
係
者
で
調
整
会
議
を
行
っ
て

い
る
。

答問答
	

合
併
以
前
の
市
町
村
が
建
設
整
備
し

た
体
育
施
設
が
、
現
在
も
多
く
の
市
民
の

方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
荒
川

総
合
体
育
館
な
ど
老
朽
化
に
よ
り
建
て
替

え
の
時
期
に
き
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
と

人
口
減
少
が
進
む
中
、
今
後
、
ど
の
よ
う

に
こ
れ
ら
施
設
を
整
備
し
配
置
し
て
い
く

の
か
、
ま
た
、
学
校
施
設
に
つ
い
て
も
、

ど
の
よ
う
に
利
活
用
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

	

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
、
総
合
体

育
館
は
実
態
に
合
わ
せ
利
用
し
や
す
い
体

育
館
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、

ま
た
災
害
時
に
お
け
る
地
区
の
拠
点
避
難

所
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
整

合
性
に
留
意
し
て
計
画
的
・
年
次
的
に
整

備
・
改
修
を
継
続
し
て
い
く
。
ま
た
、
学

校
施
設
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
引

き
続
き
一
般
開
放
を
継
続
し
て
い
く
。

問答

小林　重平 議員

荒川地区での稲刈り

地域生活支援センターはまなす

希望と夢ある農業施策を
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一　

般　

質　

問　
⑷

市
の
観
光
で
大
事
な
も
の
は

	

最
近
の
観
光
客
の
入
込
数
と
今
後
の

目
標
は
。

	

26
年
度
の
入
込
数
は
、
２
２
４
万
２

８
４
０
人
で
あ
っ
た
。
今
後
の
目
標
と
し

て
は
、
本
市
観
光
振
興
計
画
に
あ
げ
て
い

る
「
３
０
０
万
人
観
光
」
を
目
指
し
、
外

国
人
観
光
客
へ
の
Ｐ
Ｒ
や
広
域
観
光
周
遊

ル
ー
ト
の
取
り
組
み
な
ど
、
観
光
客
の
入

込
数
の
増
加
に
努
め
て
い
く
。

	

村
上
市
に
と
っ
て
何
が
一
番
大
事
で

必
要
な
も
の
か
。

	

本
市
は
、
海
・
山
・
川
等
の
豊
か
な

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら

問答問答

	

塩
谷
海
岸
は
、
現
在
、
見

る
も
無
残
な
姿
と
な
り
、
ひ
ど

い
と
こ
ろ
は
あ
と
１
０
０
ｍ
く

ら
い
で
家
屋
を
浸
食
す
る
。
ま

た
、
日
本
の
白
砂
青
松
１
０
０

選
地
と
し
て
知
ら
れ
る
お
幕
場

付
近
の
海
岸
も
浸
食
が
ひ
ど
く
、

絶
壁
に
な
っ
て
危
険
極
ま
り
な

い
状
態
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
塩
谷
区
民
の
命
が
脅
か
さ
れ

る
と
と
も
に
、
お
幕
場
自
体
が

浸
食
さ
れ
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
塩
谷
海
岸
の
浸
食

に
対
す
る
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

	

海
岸
線
の
浸
食
が
予
想
以

上
に
ひ
ど
く
、
現
状
は
十
分
に

認
識
し
て
い
る
。塩
谷
海
岸
は
、

元
々
は
波
打
ち
際
ま
で
長
い
砂

浜
が
続
き
、
ハ
マ
ナ
ス
や
ス
ミ

レ
な
ど
が
多
く
生
息
す
る
美
し

い
海
岸
だ
っ
た
が
、
現
在
は
家

屋
に
も
影
響
を
与
え
そ
う
な
ほ

ど
の
浸
食
状
況
で
あ
る
。
一
刻

問答

生
ま
れ
る
農
林
水
産
物
や
特
産
品
が
あ
る
。

ま
た
、
長
い
歴
史
の
中
で
育
ま
れ
た
伝
統

文
化
、
生
業
の
技
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
守

り
育
て
て
い
く
こ
と
や
、
観
光
客
を
「
お

も
て
な
し
の
心
」
で
迎
え
る
こ
と
は
市
民

一
人
一
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
と

っ
て
一
番
大
事
で
必
要
な
も
の
は
「
人
」

で
あ
る
。

	

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
公
営
住
宅
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

	

中
川
原
住
宅
に
つ
い
て
は
、
33
年
か

ら
34
年
度
を
目
途
に
建
て
替
え
を
検
討
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
現
在
、
中
川
原
住

宅
に
つ
い
て
は
、
新
規
の
入
居
希
望
世
帯

お
よ
び
退
去
世
帯
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
４

戸
ほ
ど
空
き
が
あ
る
状
態
が
続
い
て
い
る
。

建
て
替
え
後
は
、
家
賃
が
高
く
な
る
な
ど

の
問
題
も
生
じ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
民
間

ア
パ
ー
ト
の
借
り
上
げ
な
ど
の
方
法
も
視

野
に
入
れ
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問答

川崎　健二 議員

本間　清人 議員

海岸浸食の早期対応を

も
早
い
対
応
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
引

き
続
き
国
・
県
に
対
し
強
く
要
望
し
て
い

き
た
い
。

	

旧
神
納
中
学
校
体
育
館
は
、
高
齢
者

の
運
動
場
所
と
し
て
神
納
地
区
は
も
と
よ

り
村
上
、
朝
日
、
荒
川
地
区
の
皆
さ
ん
が

利
用
し
、
健
康
増
進
、
親
睦
交
流
の
場
と

し
て
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
建
築

し
て
か
ら
か
な
り
の
年
数
が
経
過
し
、
屋

根
の
一
部
に
雨
漏
り
が
見
ら
れ
る
。
津
波

や
水
害
の
際
に
は
、
高
台
に
あ
る
た
め
格

好
の
避
難
場
所
と
し
て
も
活
用
で
き
る
と

考
え
る
が
、
対
策
に
つ
い
て
市
長
の
考
え

を
伺
う
。

	
建
築
後
47
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が

深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
利
用
者
の

皆
さ
ん
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
な
い
よ
う
、

必
要
な
修
繕
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問答

村上市の観光の玄関「むらかみ旅なび館」

浸食が進む塩谷海岸
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一　

般　

質　

問　
⑸

	

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
が

好
評
だ
っ
た
。
来
年
度
は
予
算

を
も
っ
と
増
や
せ
な
い
か
。

	

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、

３
千
万
円
か
ら
来
年
度
は
６
千

万
円
に
し
た
い
。

	

村
上
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
は
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。

老
人
が
、
か
く
し
ゃ
く
と
生
き

が
い
を
も
っ
て
生
き
る
こ
と
は

大
切
だ
。
市
の
支
援
策
は
ど
う

か
。

	

高
齢
者
の
見
守
り
・
支
え

合
い
や
、
健
康
づ
く
り
事
業
に

協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、

今
後
、
市
報
で
の
会
員
獲
得
の

呼
び
か
け
や
、
新
た
な
事
業
提

案
へ
の
財
政
支
援
も
検
討
を
し

て
い
く
。

	

瀬
波
温
泉
ト
ン
ネ
ル
先
線

の
整
備
に
力
を
入
れ
る
考
え
は
。

	

村
上
市
の
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で
広
域
幹
線

問答問答問答

	
11
月
に
行
わ
れ
た
臭
気
検
査
の
数
値

は
ど
う
な
っ
た
か
。

	

測
定
は
、
市
内
７
カ
所
に
お
い
て
11

月
４
日
か
ら
11
月
13
日
の
間
に
実
施
し
、

臭
気
指
数
は
11
～
16
と
な
っ
て
い
る
。

	

悪
臭
の
数
値
は
気
候
に
よ
り
大
き
く

左
右
さ
れ
る
。
回
数
は
増
や
せ
な
い
か
。

	

測
定
場
所
も
含
め
て
検
討
す
る
。

	

朝
日
地
区
の
鶏
舎
の
状
況
は
改
善
さ

れ
た
か
。

	

敷
地
内
に
仮
設
堤
防
を
設
置
し
、
汚

水
の
場
外
へ
の
流
出
を
防
止
す
る
ほ
か
、

問答問答問答

道
路
と
し
て
明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お

り
、
村
上
総
合
病
院
移
転
候
補
地
へ
の
ア

ク
セ
ス
向
上
や
、
夏
季
の
国
道
３
４
５
号

の
渋
滞
緩
和
に
寄
与
す
る
。
ま
た
日
沿
道

全
線
開
通
以
降
は
重
要
な
環
状
観
光
ル
ー

ト
に
も
な
る
の
で
、
早
期
事
業
化
が
図
ら

れ
る
よ
う
県
に
対
し
て
、
強
く
要
望
を
し

て
い
き
た
い
。

	

瀬
波
温
泉
等
宿
泊
観
光
バ
ス
ツ
ア
ー

支
援
事
業
補
助
金
制
度
を
、
ぜ
ひ
来
年
も

継
続
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

	

旅
館
等
宿
泊
施
設
か
ら
大
変
好
評
で

あ
り
、
来
年
度
も
実
施
し
た
い
。

	

村
上
に
来
る
観
光
客
に
必
須
の
公
衆

ト
イ
レ
の
設
置
計
画
を
伺
う
。

	

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
と
の
整

合
性
を
図
り
な
が
ら
、
整
備
に
向
け
早
急

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問答問答

鶏
舎
周
辺
の
土
砂
の
入
れ
替
え
や
、
部
分

的
に
は
シ
ー
ト
で
覆
っ
た
。

	

雨
水
は
流
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
。

	

11
月
30
日
に
検
査
し
、
雨
水
は
三
面

川
に
流
さ
れ
る
数
値
と
な
っ
た
。

	
汚
水
が
流
出
し
た
隣
接
の
林
地
は
ど

う
な
っ
た
か
。

	

枯
れ
た
樹
木
の
伐
採
後
、
埋
め
立
て

を
行
い
、
汚
水
の
侵
入
を
防
止
す
る
措
置

を
取
っ
た
。

	

新
た
な
鶏
糞
の
流
出
は
あ
っ
た
か
。

	

６
棟
の
鶏
舎
の
う
ち
１
棟
の
鶏
舎
の

鶏
を
全
て
減
羽
し
、
新
た
な
鶏
糞
の
発
生

量
の
抑
制
を
図
っ
た
。

	

今
後
の
対
策
は
。

	

敷
地
内
に
滞
留
し
て
い
る
汚
水
の
処

理
と
鶏
舎
内
の
鶏
糞
の
処
理
を
計
画
的
に

進
め
る
。

	

水
質
検
査
の
結
果
は
。

	

８
カ
所
検
査
し
た
が
、
汚
水
の
滞
留

し
て
い
る
場
所
に
あ
る
井
戸
水
以
外
は
異

常
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

問答問答問答問答問答

鈴木いせ子 議員

片野　鉄雄 議員

リフォームの予算拡大を

瀬波温泉トンネル先線（瀬波小学校側）

朝日地区内にある鶏舎の土を入れ替えた杉林跡

鶏
舎
の
悪
臭
対
策
急
げ
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一　

般　

質　

問　
⑹

	

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
拠
点
と

な
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
本
庁

に
１
カ
所
だ
け
だ
が
、
対
応
は
十
分
か
。

	

元
気
な
皆
さ
ん
の
各
種
分
野
の
能
力

と
地
域
で
支
え
る
仕
組
み
が
必
要
で
、
本

庁
・
支
所
と
い
う
概
念
を
外
し
市
全
体
と

し
て
の
仕
組
み
づ
く
り
が
大
切
と
考
え
る
。

	

第
６
期
介
護
保
険
事
業
が
始
ま
っ
た

が
、
具
体
的
な
進
め
方
を
伺
う
。

	

先
に
実
施
し
た
高
齢
者
生
活
実
態
調

査
で
、
56
・
６
％
の
方
が
「
介
護
が
必
要

に
な
っ
て
も
自
宅
で
過
ご
し
た
い
」
と
希

望
し
て
お
り
、
高
齢
者
の
誰
も
が
「
地
域

で
安
心
し
て
健
や
か
に
心
豊
か
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標
に
し
、
在
宅
医

療
と
介
護
支
援
の
連
携
、
介
護
予
防
サ
ー

問答問答

	

地
域
貢
献
見
守
り
事
業
は
、

石
川
県
輪
島
市
が
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
で
、
事
業
導
入
を
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

輪
島
市
の
こ
の
事
業
は
、
22

年
５
月
の
開
始
時
27
の
事
業
者

で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
が
、
26

年
末
に
は
74
事
業
者
が
協
定
締

結
を
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、

事
業
者
が
配
達
・
集
金
な
ど
各

家
庭
を
訪
問
し
た
際
に
異
変
に

気
付
い
た
と
き
、
24
時
間
携
帯

電
話
を
所
持
し
て
い
る
市
担
当

課
職
員
に
知
ら
せ
、
市
担
当
職

員
が
救
急
車
要
請
な
ど
を
行
う

も
の
で
、
そ
の
成
果
が
ヘ
ル
パ

ー
と
日
常
的
に
関
わ
り
を
持
つ

要
介
護
認
定
者
で
は
な
く
、
持

病
の
あ
る
方
を
含
む
健
常
者
の

人
命
救
助
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
に
あ
る
。
事
業
者
の
協
力
、

自
動
車
用
マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
テ
ッ

カ
ー
配
布
に
か
か
る
経
費
、
そ

問

ビ
ス
や
支
援
で
の
見
守
り
や
助
け
合
い
の

促
進
、
生
活
支
援
と
適
切
な
住
環
境
の
整

備
等
を
中
心
に
進
め
て
い
く
。

	

予
防
給
付
事
業
（
要
支
援
１
〜
２
）

は
、
ど
の
よ
う
に
拡
充
し
て
い
く
の
か
。

	

28
年
４
月
か
ら
新
し
い
総
合
事
業
に

移
行
し
、
訪
問
型
・
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
は

現
行
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
、
生
活
支

援
・
介
護
予
防
の
拠
点
づ
く
り
に
も
市
民

と
の
協
働
を
考
え
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

	

30
年
度
ま
で
に
「
認
知
症
等
高
齢
者

総
合
支
援
制
度
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
支
援
事
業
を

行
お
う
と
考
え
て
い
る
か
。

	

ま
ず
、
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
理

解
や
普
及
・
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
と
と

も
に
症
状
に
応
じ
た
医
療
・
介
護
支
援
の

提
供
、
介
護
者
支
援
体
制
の
構
築
等
を
中

心
に
支
援
事
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

問答問答

し
て
市
担
当
職
員
の
熱
意
が
あ
れ
ば
可
能

な
の
で
は
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
を

伺
う
。

	

新
潟
県
で
も
、
地
域
の
中
で
支
援
が

必
要
な
高
齢
者
等
の
見
守
り
活
動
に
関
し

て
民
間
事
業
者
等
と
の
協
力
体
制
を
構
築

し
て
進
め
て
お
り
、
19
年
度
か
ら
「
新
潟

県
に
お
け
る
地
域
の
見
守
り
活
動
に
関
す

る
協
定
」
を
現
在
、
10
団
体
と
締
結
し
て

い
る
。

　

本
市
で
も
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
「
街
中

お
年
寄
り
愛
所
」
な
ど
見
守
り
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
が
、
輪
島
市
の
こ
の
事

業
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
時
々
灯
油
タ
ン

ク
の
減
り
具
合
を
見
て
声
か
け
し
て
も
ら

う
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
側
面
か
ら
一
人
に

対
し
て
見
守
り
を
す
る
こ
と
は
非
常
に
効

果
的
と
思
う
の
で
、
積
極
的
に
進
め
た
い
。

答

介
護
支
援
の
充
実
を
求
め
て

長谷川　孝 議員

滝沢　武司 議員

見守り、思いやりのまちへ

輪島市の事業説明
（市民厚生常任委員会行政視察）

市高齢者保健福祉計画・第６期介護保険事業計画
（平成27年度～平成29年度）
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一　

般　

質　

問　
⑺

	

市
内
既
存
企
業
・
産
業
へ

の
支
援
と
し
て
、
市
が
力
を
入

れ
る
施
策
は
何
か
。

	

施
策
の
総
合
的
推
進
の
た

め
、
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例

の
制
定
と
農
業
の
６
次
産
業
化

へ
支
援
す
る
。
ま
た
、
地
域
の

特
色
あ
る
産
業
資
源
を
活
か
し

た
製
品
開
発
や
品
種
改
良
、
販

路
拡
大
、
創
業
等
の
取
り
組
み
、

担
い
手
の
育
成
に
支
援
す
る
。

	

観
光
を
軸
と
し
た
交
流
人

口
の
拡
大
を
目
指
す
た
め
に
は

受
け
皿
と
な
る
資
源
の
整
備
が

必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
施
策

は
何
か
。

	

各
観
光
施
設
や
道
の
駅
等

の
整
備
、
ま
た
、
今
年
度
中
に

は
瀬
波
温
泉
に
公
衆
ト
イ
レ
の

建
設
を
行
う
。

	

若
者
が
定
住
し
、
結
婚
す

る
た
め
に
行
政
が
手
伝
え
る
こ

と
は
何
か
。

問答問答問

	
昨
年
度
は
、
12
月
初
め
に
大
雪
に
な

り
、
除
雪
対
応
で
担
当
課
も
業
者
も
区
長

さ
ん
も
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
。
道
路

の
安
全
確
保
の
た
め
の
除
雪
だ
け
で
な

く
、
高
齢
者
や
要
支
援
世
帯
へ
の
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
除
雪
に
か
か
る
市
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

	

高
齢
者
等
除
雪
費
援
助
事
業
に
よ
り
、

概
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者
単
身
世
帯
お
よ

び
高
齢
者
の
み
の
世
帯
や
障
が
い
者
手
帳

等
の
交
付
を
受
け
る
障
が
い
者
単
身
世
帯
、

障
が
い
者
の
み
世
帯
等
で
、
い
ず
れ
も
市

民
税
非
課
税
か
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
で

老
齢
、
病
弱
等
に
よ
り
除
雪
作
業
が
で
き

ず
除
雪
の
援
助
が
受
け
ら
れ
な
い
方
に
対

し
て
１
回
に
つ
き
１
万
円
年
度
内
に
３
回

ま
で
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

	

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
希
望

者
の
待
機
者
人
数
が
27
年
８
月
１
日
現
在

５
２
３
人
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
市
長
は

ど
の
よ
う
に
考
え
、
い
か
に
し
て
困
っ
て

い
る
人
を
救
済
し
、
待
機
者
を
減
ら
そ
う

と
お
考
え
か
。

	

入
所
希
望
者
を
減
ら
す
対
策
に
つ
い

て
、
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、

施
設
入
所
の
必
要
性
の
高
い
人
が
入
所
で

き
る
地
域
密
着
型
特
別
老
人
ホ
ー
ム
２
施

設
、
58
人
分
の
整
備
や
、
在
宅
で
の
生
活

を
支
え
る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を

問答問答

	

雇
用
の
場
の
確
保
と
企
業
、
事
業
所

等
と
連
携
し
、
若
者
の
出
会
い
の
場
の
提

供
に
取
り
組
む
。

	

子
育
て
す
る
上
で
、
行
政
が
支
援
で

き
る
こ
と
は
何
か
。

	

子
ど
も
の
教
育
・
保
育
の
質
を
担
保

し
な
が
ら
各
種
事
業
を
推
進
す
る
。

	

移
住
・
定
住
の
促
進
を
図
る
上
で
、

行
政
が
関
わ
り
、
手
伝
う
こ
と
の
で
き
る

施
策
は
何
か
。

	

生
活
の
場
、
雇
用
の
場
の
確
保
の
支

援
が
有
効
と
考
え
る
。

	

村
上
市
の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
を
一

目
瞭
然
と
す
る
た
め
、
村
上
市
総
合
戦
略

の
副
題
を
「
住
ん
で
良
い
ま
ち
訪
ね
て
良

い
ま
ち
村
上
市
」
と
し
て
は
ど
う
か
。

	

第
２
次
村
上
市
総
合
計
画
の
中
で
議

論
し
て
い
き
た
い
。

答問答問答問答

２
事
業
所
、
50
人
分
、
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護
を
４
ユ
ニ
ッ
ト
、
36
人
分
を

計
画
し
て
い
る
。

山田　勉 議員

佐藤　重陽 議員

人口減少を食い止める

除雪作業の様子

こ
れ
か
ら
の
除
雪
対
策
は

子どもたちの姿に大きな歓声
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一　

般　

質　

問　
⑻

	

太
宰
府
市
で
は
、
景
観
と
歴
史
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
22
年
に
歴
史

的
風
致
維
持
向
上
計
画
の
認
定
を
受
け
た
。

こ
の
計
画
が
認
定
さ
れ
る
と
、
国
か
ら
大

き
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
歴
史

的
建
造
物
に
対
し
て
の
補
助
、
風
致
を
維

持
す
る
た
め
の
活
動
に
対
す
る
補
助
も
あ

る
の
で
、
現
在
村
上
市
で
策
定
中
の
計
画

も
住
民
の
声
を
し
っ
か
り
と
入
れ
た
計
画

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

	
武
家
町
の
魅
力
を
高
め
、
町
屋
等
の

歴
史
的
資
源
を
活
用
し
、
村
上
木
彫
堆
朱

や
村
上
茶
の
文
化
な
ど
の
伝
統
産
業
が
一

体
と
な
っ
た
魅
力
あ
る
歴
史
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
、
住
民
の
意
見
を
反
映
し

問答

	

各
自
治
体
が
行
政
水
準
・

住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
整
備

し
て
き
た
道
路
や
上
下
水
道
等

の
イ
ン
フ
ラ
、
学
校
・
保
育
園

・
体
育
館
等
の
公
共
施
設
が
、

市
町
村
合
併
に
よ
っ
て
用
途
目

的
が
重
複
す
る
施
設
や
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
施
設
を
多
く
抱

え
て
い
る
。人
口
減
少
が
進
み
、

ま
た
今
後
、
地
方
交
付
税
の
減

額
も
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
市
保

有
の
公
共
施
設
の
現
状
の
維
持

管
理
が
難
し
く
な
っ
て
く
る
。

国
（
総
務
省
）
か
ら
も
「
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
の
策

定
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本

市
の
取
り
組
み
状
況
は
。

	

現
在
、
対
象
と
な
る
公
共

施
設
お
よ
び
イ
ン
フ
ラ
資
産
等

の
現
状
を
調
査
中
で
あ
り
、
年

内
に
取
り
ま
と
め
、
28
年
度
中

の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

な
お
、
各
公
共
施
設
の
維
持

問答

て
来
年
度
の
早
い
時
期
に
国
へ
認
定
申
請

を
行
い
た
い
。

	

東
京
の
表
参
道
で
開
催
さ
れ
た
新
潟

村
上
フ
ェ
ア
は
、
広
告
費
に
換
算
し
た
宣

伝
効
果
は
あ
っ
た
が
、
産
業
の
活
性
化
の

施
策
を
若
手
経
営
者
と
作
り
上
げ
た
よ
う

に
、
も
っ
と
市
民
の
声
を
入
れ
た
計
画
に

し
て
も
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

	

今
後
企
画
す
る
際
に
市
民
の
声
も
盛

り
込
み
、
専
門
的
な
企
画
力
を
持
っ
て
い

る
企
業
と
も
連
携
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

	

全
国
農
業
新
聞
に
、
今
後
、
訪
日
外

国
人
観
光
客
は
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
く
な
り
、

い
か
に
農
業
・
農
村
に
取
り
込
む
か
が
カ

ギ
で
あ
る
し
、
外
国
人
に
人
気
の
観
光
が

日
本
人
観
光
を
誘
発
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
の
記
事
が
載
っ
て
い
た
。
今
後
は
ど

の
よ
う
な
戦
略
を
考
え
て
い
る
か
。

	

村
上
の
農
林
水
産
業
は
魅
力
的
だ
と

思
う
の
で
、
ぜ
ひ
発
信
し
た
い
。

問答問答

管
理
計
画
に
つ
い
て
は
既
に
個
別
の
計
画

が
あ
り
、
特
に
学
校
や
保
育
園
等
は
地
域

の
考
え
方
や
要
望
も
あ
り
、
そ
の
個
別
の

計
画
に
影
響
し
な
い
上
位
計
画
を
ま
と
め

て
「
指
針
」
を
策
定
す
る
も
の
で
、
特
に

「
策
定
委
員
会
」
等
を
設
置
す
る
必
要
は

な
い
。

	

施
設
ご
と
の
個
別
の
検
討
だ
け
で
な

く
、
も
っ
と
視
点
を
広
げ
た
公
共
施
設
全

般
を
包
括
し
た
整
備
・
管
理
計
画
の
策
定

を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

	

現
在
の
公
共
施
設
は
合
併
前
の
市
町

村
が
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
議
し
て
作
っ
て

き
た
も
の
で
あ
り
、
大
事
に
し
た
い
。
し

か
し
、
６
万
４
千
人
を
切
っ
た
村
上
市
の

人
口
規
模
で
、
ど
う
い
う
公
共
施
設
の
配

置
が
良
い
の
か
は
改
め
て
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

問答

人
を
呼
び
込
む
観
光
戦
略
を

冨樫宇栄一 議員

小杉　和也 議員

公共施設の総合管理を急げ

歴史的風致を活用した太宰府市役所前の通路

老朽化が進む公共施設（荒川総合体育館）
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一　

般　

質　

問　
⑼

	
高
速
道
開
通
後
に
通
過
点
と
し
な
い

た
め
に
、
朝
日
み
ど
り
の
里
一
帯
を
特
色

あ
る
施
設
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
朝

日
み
ど
り
の
里
の
将
来
像
に
つ
い
て
の
市

の
考
え
は
。

	

本
市
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
「
村

上
ブ
ラ
ン
ド
」
を
総
合
発
信
で
き
る
観
光

総
合
窓
口
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
の
元
気

づ
く
り
の
た
め
の
交
流
拠
点
を
目
指
し
て

お
り
、
関
係
団
体
と
意
見
交
換
な
ど
を
行

い
、
今
年
度
中
の
拡
充
基
本
構
想
の
策
定

を
予
定
し
て
い
る
。

	

道
の
駅
と
一
体
と
な
っ
た
整
備
が
不

問答問

可
欠
で
あ
る
が
、
庁
内
の
議
論
や
国
と
の

協
議
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

	

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
ま
た
、
地

域
の
拠
点
と
す
る
た
め
に
、
庁
内
の
開
通

準
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
に
お
い
て
、
Ⅰ

Ｃ
周
辺
の
土
地
利
用
の
基
本
構
想
を
策
定

中
で
あ
る
。
ま
た
、
国
で
駐
車
場
等
の
拡

張
計
画
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
と
情
報
交

換
を
行
い
、
市
の
基
本
構
想
策
定
後
に
詳

細
な
打
合
せ
を
進
め
て
い
く
。
	

朝
日
き
れ
い
館
な
ど
の
温
泉
施
設
で

は
、
老
朽
化
に
よ
る
不
具
合
が
生
じ
、
臨

時
休
館
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
が
、
今

後
の
対
応
は
。

	

温
泉
施
設
は
毎
年
20
万
人
以
上
の
利

用
が
あ
り
、
健
康
増
進
施
設
と
し
て
大
き

な
効
果
が
あ
る
。
修
繕
工
事
の
際
に
は
、

利
用
者
に
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い

る
。
今
後
も
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
温
泉
井
戸
の
洗
浄
や
ポ
ン

プ
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
な
ど
、
年
次
計
画

で
設
備
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

答問答

渡辺　昌 議員

み
ど
り
の
里
の
拡
充
に
力
を

温泉を活用した健康増進施設「朝日きれい館」

荒川高校の２つの体育館と出入り口

	

本
市
の
災
害
発
生
時
の
住

民
に
対
す
る
避
難
情
報
発
信
方

法
と
被
災
後
の
支
援
体
制
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

	

気
象
台
、
県
、
羽
越
河
川

国
道
事
務
所
等
の
情
報
を
基
に

防
災
行
政
無
線
、
防
災
メ
ー
ル
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
、
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊｰ

Ａ
Ｌ
Ｅ

Ｒ
Ｔ
）
等
を
通
じ
、
そ
の
都
度

に
適
切
な
情
報
を
住
民
に
発
信

で
き
る
状
況
で
あ
る
、
ま
た
民

間
団
体
と
の
災
害
時
相
互
協
力

協
定
を
締
結
し
て
い
る
が
、
発

生
初
期
段
階
に
お
い
て
は
、
３

日
間
の
飲
料
水
・
食
料
等
は
市

民
自
ら
の
備
蓄
を
お
願
い
し
た

い
。

	

本
市
に
危
機
管
理
の
専
門

官
と
し
て
、
防
災
士
を
採
用
す

る
考
え
は
な
い
か
。

	

危
機
管
理
の
専
門
職
の
必

要
性
は
感
じ
る
が
、
そ
れ
以
前

問答問答

に
今
あ
る
高
度
な
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用

を
連
携
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
構
築
を
優
先
す

べ
き
と
考
え
る
。

	

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活

動
に
対
す
る
有
効
な
市
の
支
援
策
は
何
か
。

	

市
民
の
か
ゆ
い
所
に
手
が
届
く
よ
う

な
事
業
の
取
り
組
み
を
ク
ラ
ブ
自
ら
取
り

組
む
体
制
を
市
と
し
て
支
え
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
生
活
を
し
っ

か
り
と
支
え
る
処
遇
改
善
を
含
め
、
ど
の

よ
う
な
支
援
が
可
能
か
検
討
・
協
議
す
る

機
会
を
作
り
、
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

	

仮
に
荒
川
総
合
体
育
館
を
現
在
の
場

所
で
新
築
す
る
と
す
れ
ば
、
建
設
期
間
の

代
替
施
設
と
し
て
、
荒
川
高
校
の
体
育
館

の
平
日
夜
間
利
用
を
、
県
に
対
し
お
願
い

で
き
な
い
か
。

	

代
替
施
設
が
必
要
と
な
れ
ば
、
県
に

掛
け
合
う
こ
と
は
、
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。

問答問答

川村　敏晴 議員

災害は忘れたころに
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一　

般　

質　

問　
⑽

	

公
契
約
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

	

本
市
が
発
注
す
る
工
事
や

業
務
委
託
で
働
く
労
働
者
の
賃

金
保
障
を
図
り
、
公
共
工
事
や

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と

と
も
に
地
域
経
済
等
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
と
い
う
趣
旨
に
つ

い
て
は
充
分
理
解
し
て
い
る
。

し
か
し
、
適
正
受
注
と
な
る
方

策
を
講
じ
る
こ
と
が
最
優
先
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
公
契
約

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
な
い
。

	

設
備
設
計
情
報
漏
え
い
の

事
実
経
過
を
伺
う
。

	

５
月
24
日
午
前
に
匿
名
で

入
札
参
加
業
者
へ
積
算
価
格
が

漏
れ
て
い
る
件
と
題
す
る
メ
ー

ル
が
、
設
計
書
な
ど
を
添
付
し

て
市
財
政
課
に
届
い
た
。
担
当

課
に
聞
き
取
り
調
査
し
た
結
果
、

事
実
だ
っ
た
。

問答問答

	

な
ぜ
設
計
業
務
委
託
が
１
つ
の
業
者

な
の
か
、
漏
え
い
疑
惑
が
発
覚
し
て
も
発

注
し
て
い
る
の
か
理
由
を
伺
う
。

	

市
内
の
設
備
設
計
業
者
は
、
１
つ
し

か
な
い
。
少
額
の
随
意
契
約
は
市
内
業
者

優
先
の
考
え
方
を
基
本
と
し
、
市
内
唯
一

の
建
築
設
備
業
設
計
業
者
と
契
約
し
て
い

る
。
漏
洩
疑
惑
で
一
時
、
発
注
停
止
し
た

が
、
改
善
計
画
が
提
出
さ
れ
、
入
札
契
約

手
続
運
営
委
員
会
に
報
告
し
、
発
注
見
合

わ
せ
を
解
除
し
た
。

	

市
側
の
漏
え
い
に
つ
い
て
、
担
当
課

が
自
分
で
調
べ
て
あ
り
ま
せ
ん
と
い
う
こ

と
で
は
、
不
十
分
だ
と
は
考
え
な
い
の
か
。

	
不
十
分
だ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
ま

た
、
市
側
か
ら
の
漏
洩
は
無
い
も
の
と
考

え
て
い
る
。

問答問答

竹内喜代嗣 議員

疑惑は第三者で解明を

姉
妹
都
市
・
鯖
江
市
議
会
と
の
交
流
会

～
鯖
江
市
議
会
が
本
市
を
訪
問
～

　

11
月
19
日
、
20
日
、
姉
妹
都
市
で
あ
る

福
井
県
鯖
江
市
の
議
会
議
員
11
人
が
本
市

を
訪
問
し
、
本
市
議
会
議
員
と
の
交
流
を

行
い
ま
し
た
。

　

鯖
江
市
は
、
福
井
県
嶺
北
（
れ
い
ほ
く
）

地
方
の
中
央
部
に
位
置
し
「
め
が
ね
の
ま

ち
」
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

人
口
は
今
年
１
月
１
日
現
在
で
６
万
９
千

人
を
超
え
て
お
り
、
多
く
の
地
方
都
市
が

人
口
減
少
す
る
中
、
人
口
が
増
加
し
て
い

る
市
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

享
保
５
年
（
１
７
２
０
）
に
、
村
上
藩

主
間
部
詮
房
（
ま
な
べ
あ
き
ふ
さ
）
の
死

後
、
家
督
を
継
い
だ
実
弟
詮
言
（
あ
き

と
き
）
が
５
万
石
で
所
替
え
を
命
ぜ
ら

れ
、
初
代
鯖
江
藩
主
と
な
っ
た
と
い
う

歴
史
的
に
密
接
な
ご
縁
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
昭
和
56
年
の
旧
村
上
市
と
鯖
江
市

が
姉
妹
都
市
を
締
結
し
、
以
来
、
議
会

同
士
も
お
互
い
の
市
を
訪
問
す
る
な
ど

交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

鯖
江
市
議
会
の
訪
問
は
23
年
以
来
と

な
る
も
の
で
、
市
議
会
の
交
流
事
業
は

29
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
双
方
の
市
の
現
状
や
取
り

組
み
に
つ
い
て
情
報
を
交
換
し
た
ほ
か
、

間
部
家
ゆ
か
り
の
浄
念
寺
や
三
面
川
の

居
繰
り
網
漁
、

ご
み
処
理
場
な

ど
の
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
こ

の
ご
縁
が
両
市

の
発
展
に
つ
な

が
る
よ
う
交
流

を
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

積算価格漏えいの情報はメールで届いた
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委
員
会
の
審
査
報
告
⑴

※�
委
員
会
の
審
査
報
告
は
、
本
会
議
で
の
委
員
長
報
告
に
基
づ
い
て
、
広
報
特
別
委
員

会
で
作
成
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
の
審
査
報
告

◎
は
委
員
長

○
は
副
委
員
長

◎
小
杉　

和
也 

○
渡
辺　
　

昌

　

鈴
木
い
せ
子 　

大
滝　

国
吉

　

冨
樫
宇
栄
一 　

佐
藤　

重
陽

　

川
崎　

健
二 　

三
田　

敏
秋

　

滝
沢　

武
司

総
務
文
教
常
任

委
員
会
所
管
分

◆�

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
荒
川
地
区

体
育
施
設
等
）

	

指
定
管
理
期
間
が
28
年
度
か

ら
の
30
年
度
ま
で
で
す
が
、
荒
川

総
合
体
育
館
の
整
備
計
画
で
は
29

年
度
に
設
計
、
30
・
31
年
度
に
本

体
工
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

温
水
プ
ー
ル
の
廃
止
の
話
も
聞
こ

え
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
か
。

	

体
育
館
を
含
め
た
各
施
設
を

３
年
間
は
指
定
管
理
に
出
し
ま
す

し
、
温
水
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

将
来
廃
止
す
る
こ
と
を
検
討
中
で

す
。

問答

体
育
館
整
備 

指
定
管
理
に
影
響
は

	

施
設
の
状
況
が
大
き
く
変
わ

る
可
能
性
が
あ
る
の
に
、
指
定
管

理
に
出
し
て
混
乱
が
起
き
る
こ
と

は
な
い
で
す
か
。

	

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
き
、
28

年
度
か
ら
の
指
定
管
理
と
す
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
き
た
の
で
、
活

問答発
な
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

	

指
定
管
理
と
な
っ
て
い
る
施

設
に
つ
い
て
、
市
が
そ
の
運
営
方

法
や
使
用
目
的
を
変
更
し
よ
う
と

す
る
場
合
、
問
題
は
起
き
な
い
の

で
す
か
。

	

指
定
管
理
の
条
例
が
あ
り
ま

す
の
で
、
条
例
改
正
が
必
要
で
す
。

◆�

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
山
北
地
区

体
育
施
設
等
）

	

山
北
ス
ポ
ー
ツ
協
会
へ
指
定

管
理
に
出
し
ま
す
が
、
荒
川
地
区

問答問

の
寄
付
が
あ
り
ま
す
。

返
礼
品
は
、
塩
引
き

鮭
、
酒
、
肉
、
米
の

人
気
が
高
く
、
村
上

の
物
産
が
大
変
好
評

で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

	

ふ
る
さ
と
納
税

に
よ
る
財
源
で
、
ど

の
よ
う
な
施
策
を
考

え
て
い
ま
す
か
。

	

「
自
然
環
境
や
景

観
の
整
備
・
保
全
」

「
将
来
を
担
う
人
材
の

問答

の
体
育
施
設
の
指
定
管
理
料
と
比

較
し
て
、
か
な
り
金
額
に
差
が
あ

り
ま
す
が
、
な
ぜ
で
す
か
。

	
指
定
管
理
と
な
る
施
設
の
規

模
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
指
定
管

理
料
に
差
が
出
ま
す
。

【
歳
入
】

	

ふ
る
さ
と
納
税
の
金
額
や
返

礼
品
な
ど
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況

で
す
か
。

	

現
在
、
４
８
０
０
万
円
ほ
ど

答27
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

問答

育
成
」「
市
長
に
お
ま
か
せ
」
な

ど
５
つ
の
活
用
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、

寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
希
望

さ
れ
た
項
目
で
集
計
し
、
そ
の
施

策
に
反
映
し
ま
す
。

【
歳
出
】

・
教
育
費

	

小
・
中
学
校
７
校
の
体
育
館

や
武
道
館
の
吊
り
天
井
を
外
す
改

修
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
危
険
な
状

態
で
あ
っ
た
の
で
改
修
さ
れ
る
の

で
す
か
。

	

東
日
本
大
震
災
で
の
状
況
か

ら
、
国
か
ら
の
指
導
に
よ
り
実
施

問答

す
る
も
の
で
す
。
今
回
の
改
修
で
、

小
・
中
学
校
の
す
べ
て
の
吊
り
天

井
の
取
り
外
し
が
終
了
し
ま
す
。

	

学
芸
員
の
資
格
を
配
慮
し
た

職
員
配
置
や
、
採
用
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
か
。

	

職
員
の
年
代
等
も
配
慮
し
、

事
業
が
次
の
世
代
に
引
き
継
が
れ

る
よ
う
、
採
用
に
つ
い
て
も
総
務

課
の
方
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

	

学
校
給
食
調
理
場
の
修
繕
費

の
内
容
は
。

	

瀬
波
小
学
校
の
消
毒
保
管
庫
、

保
内
共
同
調
理
場
の
回
転
釜
、
高

南
共
同
調
理
場
の
殺
菌
庫
、
山
北

共
同
調
理
場
の
米
飯
ホ
ッ
パ
ー
等

の
修
繕
で
す
。

◆
条
例
制
定　
２
件

◆�

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
北
中
生
活

改
善
セ
ン
タ
ー
）

◆
情
報
通
信
事
業
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

問答問答27
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算

指定管理となる山北総合体育館
（練習中の山北中バスケットボール部）
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委
員
会
の
審
査
報
告
⑵

村上駅前の駐輪の状況

◎
本
間　

清
人 
○
板
垣
千
代
子

　

小
林　

重
平 　

長
谷
川　

孝

　

相
馬　

エ
イ 　

大
滝　

久
志

　

木
村　

貞
雄 　

小
池　
　

晃

市
民
厚
生
常
任

委
員
会
所
管
分

朝
日
地
区
の
保
育
園
統
合
の
進
捗
は

◆�

村
上
市
保
育
園
等
施
設
整
備
計

画
審
議
会
条
例
制
定
に
つ
い
て

	

現
在
、
教
育
長
は
特
に
、
学

校
と
保
育
園
の
連
携
を
重
視
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
条
例
議
案
に
は
、

教
育
委
員
会
な
ど
と
の
関
わ
り
は

な
い
の
で
す
か
。

	

こ
の
条
例
は
、
保
育
園
や
学

童
保
育
所
等
の
あ
り
方
を
審
議
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

学
校
関
係
に
つ
い
て
は
特
に
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

◆�

村
上
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

	

徴
収
猶
予
の
申
請
手
続
等
に

つ
い
て
「
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す

る
金
額
が
１
０
０
万
円
を
超
え
、

か
つ
、
猶
予
期
間
が
３
カ
月
を
超

え
る
場
合
に
は
」
と
規
定
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
に
該
当
す
る
方
は

い
ま
す
か
。

問答問

	

昨
年
度
は
徴
収
猶
予
が
２
件

あ
り
ま
し
た
が
、
１
０
０
万
円
超

と
い
う
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆�

村
上
市
自
転
車
等
駐
車
場
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

	

岩
船
町
駅
前
に
つ
い
て
は
、

市
の
管
理
す
る
駐
車
場
は
現
在
設

置
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
12
月
中
に
岩
船
町
駅
前
駐
輪

場
と
村
上
駅
前
駐
輪
場
の
入
札
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
が
完
成
し
た

ら
こ
の
条
例
の
適
用
を
受
け
る
の

答問

で
す
か
。

	

そ
の
と
お
り
で
す
。

・
介
護
保
険
特
別
会
計

	

介
護
予
防
事
業
の
予
算
が
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
く
も
の
で
す
か
。

	

今
回
の
補
正
に
つ
い
て
は
、

職
員
人
件
費
の
調
整
が
主
で
あ
る

た
め
、
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
と
し
て
は
介
護
予
防
事
業
も

増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

答27
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算

問答

【
歳
出
】

・
民
生
費

	

緊
急
通
報
体
制
経
費
で
、
機

器
等
設
置
手
数
料
と
あ
り
ま
す
が
、

何
件
分
で
す
か
。

	

新
規
が
７
件
で
撤
去
が
１
件

で
す
。

	

今
年
度
の
緊
急
通
報
の
利
用

者
数
は
全
部
で
何
件
で
す
か
。

	

11
月
現
在
で
１
１
６
件
で
す
。

	

保
育
園
等
施
設
整
備
に
つ
い

て
、
以
前
全
員
協
議
会
で
説
明
が

27
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

問答問答問

い
ま
す
。
な
お
、
保
育
園
等
施
設

整
備
審
議
会
で
は
、
朝
日
地
区
の

保
育
園
統
合
後
の
施
設
を
ど
の
よ

う
に
活
用
す
る
か
等
に
つ
い
て
審

議
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

・
衛
生
費

	

岩
船
上
町
墓
地
の
ア
カ
マ
ツ

４
本
と
、
岩
船
新
田
町
墓
地
に
あ

る
ア
カ
シ
ア
の
木
２
本
を
伐
採
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
伐
採
費

用
が
高
額
に
な
る
理
由
は
何
で
す

か
。

	

27
年
度
以
前
に
も
伐
採
し
た

木
が
敷
地
内
に
集
積
し
て
あ
り
、

今
回
は
そ
の
撤
去
も
含
み
、
重
機

を
入
れ
て
の
作
業
と
な
る
た
め
で

す
。

◆
請
願　

１
件

◆
条
例
改
正　

１
件

◆�

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て　

３
件

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

問答27
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算

あ
り
ま
し
た
朝
日
地
区
の
保
育
園

統
合
の
件
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況

を
伺
い
ま
す
。

	

現
在
、
朝
日
地
区
の
保
護
者

の
皆
さ
ん
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
い

た
だ
い
た
ほ
か
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
と
の
意
見
交
換
会
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
地
元
の

集
落
で
説
明
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

	

朝
日
地
区
の
保
育
園
は
29
年

度
か
ら
統
合
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
か
。

	
29
年
４
月
を
目
標
に
考
え
て

答問答
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◆
市
道
路
線
の
認
定　
１
件

◆
条
例
廃
止　
１
件

◆�

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て　
１
件

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

27
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算

27
年
度 

上
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

委
員
会
の
審
査
報
告
⑶

◎
片
野　

鉄
雄 
○
川
村　

敏
晴

　

尾
形　

修
平 　

平
山　
　

耕

　

山
田　
　

勉 　

齋
藤
信
一
郎

　

竹
内
喜
代
嗣

経
済
建
設
常
任

委
員
会
所
管
分

ふ
る
さ
と
納
税
、
本
市
も
鰻う

な
ぎ

上
り

◆�

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
山
北
交
流

広
場
）

	

指
定
管
理
料
１
４
６
万
９
千

円
の
主
な
使
途
は
何
で
す
か
。

	

施
設
、
設
備
、
備
品
等
の
維

持
管
理
、
１
件
１
万
円
未
満
の
経

常
的
な
修
繕
な
ど
の
負
担
で
す
。

【
歳
出
】

・
農
林
水
産
業
費

	

造
林
・
再
造
林
に
関
し
て
、

従
来
ど
お
り
の
杉
の
苗
で
な
く
、

花
粉
の
少
な
い
杉
苗
が
よ
い
の
で

は
な
い
で
す
か
。

	

杉
の
造
林
で
は
杉
が
多
く
用

い
ら
れ
ま
す
が
、
広
葉
樹
の
再
造

林
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
所
有
者

と
意
見
交
換
し
な
が
ら
進
め
て
は

い
ま
す
。
市
が
主
導
す
る
こ
と
は

問答27
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

問答

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

・
商
工
費

	

ふ
る
さ
と
納
税
が
当
初

よ
り
増
え
て
い
ま
す
が
、
越

後
村
上
物
産
会
に
委
託
し
て

い
る
経
費
は
ど
の
く
ら
い
で

す
か
。

	

越
後
村
上
物
産
会
に
発

注
し
、
現
時
点
で
物
産
品
代

と
送
料
の
半
分
と
な
る
約
２

５
０
０
万
円
を
支
払
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
市
で
は
事
務

手
数
料
は
負
担
し
て
い
ま
せ

ん
。

問答

県
森
林
環
境
税
の
創
設
』
と
い
う

趣
旨
は
理
解
で
き
る
が
、
そ
の
実

現
の
た
め
に
は
、
村
上
市
議
会
が

単
独
で
新
潟
県
に
対
し
意
見
書
を

提
出
す
る
よ
り
も
、
県
内
の
森
林

組
合
が
一
致
団
結
し
て
各
市
町
村

議
会
に
同
時
期
に
請
願
し
、
新
潟

県
に
対
し
て
一
斉
に
意
見
書
を
提

出
し
た
方
が
よ
り
効
果
的
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
県
内
森
林
組
合

が
ま
と
ま
る
か
、
少
な
く
と
も
、

当
市
議
会
が
事
務
局
を
し
て
い
る

「
全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進
議

員
連
盟
」
の
加
盟
市
町
村
議
会
が

・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

	

消
火
栓
の
交
換
工
事
が
６
件

で
４
８
０
万
円
と
の
こ
と
で
す
が
、

新
設
も
含
む
の
で
す
か
。

	

新
設
で
は
な
く
更
新
で
す
。

	

国
庫
補
助
金
の
減
額
に
伴
う

簡
易
水
道
統
合
整
備
事
業
の
工
事

請
負
費
の
減
額
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
そ
れ
で
工
事
は
で
き
る
の
で

す
か
。

	

工
事
の
請
差
（
予
算
の
金
額

と
実
際
の
請
負
代
金
額
と
の
差
）

27
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算

問答問答

な
ど
を
見
込
ん
だ
も
の
で
、
予
定

の
工
事
は
実
施
で
き
ま
す
。

	

南
大
平
・
指
合
・
河
内
地
区

簡
易
水
道
が
統
合
さ
れ
た
後
の
水

源
は
石
川
で
す
か
。

	

神
林
上
水
道
と
統
合
す
る
の

で
、
川
部
の
水
源
地
と
な
り
ま
す
。

◆�

新
潟
県
に
「
新
潟
県
森
林
環
境

税
」
の
創
設
を
求
め
る
請
願

　

委
員
か
ら
、「『
森
林
の
維
持
・

育
成
の
財
源
確
保
の
た
め
の
新
潟

問答請 

願

一
致
し
て
意
見

書
を
提
出
す
る

方
が
、
請
願
者

の
願
い
を
実
現

す
る
た
め
に
は

有
効
な
手
段
で

あ
る
と
考
え
る
。

今
回
は
趣
旨
に

は
賛
同
で
き
る

が
意
見
書
の
提

出
は
見
合
わ
せ

た
ほ
う
が
よ
い
」

等
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

ふるさと村上応援寄付金の返礼品（カタログ）

2/9日 ㈫ 請願・陳情の提出期限（正午まで）
23日 ㈫ 定例会初日（本会議）
24日 ㈬ 代表質問（本会議）

2/26,29,3/1,2日 ㈮,㈪
㈫,㈬ 一般質問（本会議）

3/3,7,8日 ㈭,㈪
㈫ 　 一般会計予算審査特別委員会

9日 ㈬ 総務文教常任委員会
10日 ㈭ 市民厚生常任委員会
11日 ㈮ 経済建設常任委員会
15日 ㈫ 一般会計予算審査特別委員会
18日 ㈮ 定例会最終日（本会議）

＊この日程は変更されることがあります。
＊開会時間は午前10時です。

平成28年
第１回定例会のお知らせ（予定）
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第
４
回
定
例
会 

審
議
結
果

　平成27年第４回定例会が、12月１日から18日までの18日間の会期で開催され、市長提案32件、
議会側提案の請願２件、議員発議４件を議決し、閉会しました。

平成27年 第４回定例会 審議結果

議案審議結果
議案番号 事　　件　　名 結　果 表　決

請願第５号 生活保護冬季加算引き下げ撤回を求める請願書 採択
全会
一致

請願第６号
新潟県に「新潟県森林環境税」の創設を求める請
願

趣旨採択
賛成
多数

議 員 発 議
第　13　号

生活保護冬季加算引下げ撤回を求める意見書の提
出について

原案
可決

全会
一致

議 員 発 議
第　14　号

所得税法第56条の廃止を求める意見書の提出につ
いて

原案
可決

全会
一致

議 員 発 議
第　15　号

ＴＰＰ交渉に関する意見書の提出について
原案
可決

全会
一致

議 員 発 議
第　16　号

ヘイトスピーチ対策に係る法整備を求める意見書
の提出について

原案
可決

賛成
多数

報第  13号
専決処分の報告について（専第19号　損害賠償　
朝日総合体育館雨漏りによる転倒事故）

報告 －

報第  14号
専決処分の報告について（専第20号　損害賠償　
春木山地内交差点における車両衝突事故）

報告 －

報第  15号
専決処分の報告について（専第21号　損害賠償　
平林中学校テニスコート防球ネットによる車両損傷）

報告 －

議第138号
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて（小田寛三：再任）

同意
全会
一致

議第139号
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて（菅原尚子：再任）

同意
全会
一致

議第140号
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて（伊與部久子：新任）

同意
全会
一致

議第141号 新潟県市町村総合事務組合規約の変更について
原案
可決

全会
一致

議第142号 村上市個人番号の利用等に関する条例制定について
原案
可決

賛成
多数

議第143号
村上市の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び
費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定
について

原案
可決

全会
一致

議第144号
公の施設に係る指定管理者の指定について（北中
生活改善センター）

原案
可決

全会
一致

議第145号
公の施設に係る指定管理者の指定について（荒川
総合体育館・荒川球場・荒川テニスコート・荒川
多目的グラウンド・荒川ゲートボール場・荒川温
水プール・グリーンパークあらかわ総合運動公園）

原案
可決

全会
一致

議第146号
公の施設に係る指定管理者の指定について（山北総
合体育館・山北球場・山北テニスコート・山北多目
的グラウンド・山北ふるさと広場・山北ピクニック
広場・山北児童遊園広場・山北サイクリングロード）

原案
可決

全会
一致

議第147号
村上市保育園等施設整備計画審議会条例制定につ
いて

原案
可決

全会
一致

議案番号 事　　件　　名 結　果 表　決

議第148号 村上市税条例等の一部を改正する条例制定について
原案
可決

賛成
多数

議第149号
村上市入湯税条例の一部を改正する条例制定につ
いて

原案
可決

全会
一致

議第150号
村上市自転車等駐車場条例の一部を改正する条例
制定について

原案
可決

全会
一致

議第151号
公の施設に係る指定管理者の指定について（村上
市し尿処理場）

原案
可決

全会
一致

議第152号
公の施設に係る指定管理者の指定について（上海
府デイサービスセンター）

原案
可決

全会
一致

議第153号
公の施設に係る指定管理者の指定について（生き
がいデイサービスセンター山北ほたるの家）

原案
可決

全会
一致

議第154号 市道路線の認定について
原案
可決

全会
一致

議第155号
村上市観光案内物産センター条例を廃止する条例
制定について

原案
可決

全会
一致

議第156号
公の施設に係る指定管理者の指定について（中倉
農村公園）

原案
可決

全会
一致

議第157号
公の施設に係る指定管理者の指定について（山北
交流広場）

原案
可決

全会
一致

議第158号 平成27年度村上市一般会計補正予算（第８号）
原案
可決

賛成
多数

議第159号
平成27年度村上市情報通信事業特別会計補正予算
（第２号）

原案
可決

全会
一致

議第160号
平成27年度村上市国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

原案
可決

全会
一致

議第161号
平成27年度村上市後期高齢者医療特別会計補正予
算（第１号）

原案
可決

全会
一致

議第162号
平成27年度村上市介護保険特別会計補正予算（第
３号）

原案
可決

全会
一致

議第163号
平成27年度村上市下水道事業特別会計補正予算（第
２号）

原案
可決

全会
一致

議第164号
平成27年度村上市集落排水事業特別会計補正予算
（第２号）

原案
可決

全会
一致

議第165号
平成27年度村上市簡易水道事業特別会計補正予算
（第１号）

原案
可決

全会
一致

議第166号 平成27年度村上市上水道事業会計補正予算（第１号）
原案
可決

全会
一致
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第
４
回
定
例
会 

審
議
結
果

請願の審議結果
件　　　　　名 請　　　願　　　者 紹介議員の氏名 付託委員会 審議結果

生活保護冬季加算引き下げ撤回を求める
請願書

村上生活と健康を守る会
� 会長　斎　藤　正　直 竹内喜代嗣 市 民 厚 生

常任委員会 採　　択

新潟県に「新潟県森林環境税」の創設を
求める請願

村上市森林組合
� 代表理事組合長　板　垣　茂　樹
関川村森林組合
� 代表理事組合長　髙　橋　正　衛
いわふね森林組合
� 代表理事組合長　山　田　正　幸

大滝　久志
長谷川　孝

経 済 建 設
常任委員会

趣旨採択
※１

※１　�「趣旨採択」とは、請願の目的や趣旨は理解できるが、例えば請願の中に予算、時期、場所等の具体的な要素が入っていてそのままでは受け入れ難い場
合に、請願の趣旨について採択するものです。

陳情の審査結果
件　　　　　名 陳　　　情　　　者 所属委員会 審査結果

所得税法第56条廃止の意見書を国に提
出することを求める陳情

新商連婦人部協議会
� 会長　渡　辺　照　子 市民厚生常任委員会 願意了承

沖縄の米軍普天間飛行場代替施設建設の
早期実現、沖縄米軍基地の整理縮小及び
負担軽減を求める意見書の採択を求める
陳情

名護市議会議員� 宮　城　安　秀 総務文教常任委員会 意見の一致を
見 な か っ た

ＴＰＰ交渉に関する陳情 農民運動新潟県連合会
� 代表者　鶴　巻　純　一 経済建設常任委員会 願意了承

人権擁護委員の方が決まりました 次の方が推薦され、
議会で同意されました。

※１　可決　：　全員賛成または賛成多数により可決、同意、承認、認定、採択等と議決したもの
　　　否決　：　賛成少数または賛成なしにより否決、不採択等と議決したもの
※２　議長は地方自治法第116条の規定により表決に参加しません。
※３　相馬エイ議員は欠席したため表決に参加しませんでした。
※４　長谷川孝議員は棄権したため表決に参加しませんでした。
※５　川村敏晴議員は地方自治法第117条の規定（指定管理者の団体の役員のため）により除斥されたため表決に参加しませんでした。
※６　山田勉議員は欠席したため表決に参加しませんでした。

議案番号

議決
結果
※１ 鷲ヶ巣会 清流会 市民クラブ 日本

共産党
市政
クラブ 高志会 凛政の風

村上未来
賛否
結果

特　
　

記

◎ ＊ ◎ ＊ ※2 ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊

賛　
　

成

反　
　

対

木
村　

貞
雄

鈴
木
い
せ
子

片
野　

鉄
雄

山
田　
　

勉

大
滝　

久
志

大
滝　

国
吉

渡
辺　
　

昌

川
崎　

健
二

平
山　
　

耕

三
田　

敏
秋

小
林　

重
平

滝
沢　

武
司

冨
樫
宇
栄
一

小
池　
　

晃

本
間　

清
人

相
馬　

エ
イ

竹
内
喜
代
嗣

川
村　

敏
晴

小
杉　

和
也

佐
藤　

重
陽

尾
形　

修
平

齋
藤
信
一
郎

長
谷
川　

孝

板
垣
千
代
子

請願第６号 可決 趣旨
採択 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × － ○ × ○ ○ ○ ※３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※４ ○ 17 4

議員発議第16号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － × ○ ○ ○ ○ ※３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 21 1

議第142号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ※３ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 21 1

議第145号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ※３ ○ ※５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 21 0

議第148号 可決 ○ ○ ○ ※６ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ※３ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 1

議第158号 可決 ○ ○ ○ ※６ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ※３ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 1

◎：会派の代表者　＊：会派の会計責任者　
各議員の賛否 賛否が分かれた等の前ページの網掛けの議案等について、議員の賛否を公表します。

小
お

　田
だ

　寛
かん

　三
ぞう

　氏
（村上地区・再任）

菅
すが

　原
わら

　尚
ひさ

　子
こ

　氏
（村上地区・再任）

伊
い

 與
よ

 部
べ

 久
ひさ

 子
こ

　氏
（神林地区・新任）
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常
任
委
員
会
の
行
政
視
察

　村上市議会では、毎年常任
委員会が行政視察研修を行っ
ています。

先 進 地
視察レポート

委員会と視察日 視　　察　　先 視　　　察　　　内　　　容

総務文教常任委員会
（11月９～11日）

熊本県玉名市 公共施設マネジメントについて
佐賀県唐津市 ＩＣＴ機器整備計画について
福岡県太宰府市 太宰府の景観と歴史のまちづくりについて

市民厚生常任委員会
（10月７～９日）

石川県輪島市 地域貢献みまもり事業について

石川県かほく市 定住促進事業（かほく市新婚さん住まい応援事業）について
定住促進事業（かほく市若者マイホーム取得奨励金）について

Share金沢（石川県金沢市）人が支え合い、共に暮らす活動内容や実績について

経済建設常任委員会
（10月５～７日）

秋田県男鹿市 園芸メガ団地整備事業について
岩手県二戸市 にのへブランド海外発信事業について
岩手県奥州市 地域６次産業化の推進について

総
務
文
教
常
任
委
員
会

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
で

�

「
わ
か
る
授
業
」
を

市
民
厚
生
常
任
委
員
会

高
齢
者
の
見
守
り
体
制

�

の
構
築
を

　

佐
賀
県
で
は
国
の
交
付
金
を
活

用
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

教
育
推
進
事
業
を
全
県
的
に
進
め

て
い
ま
す
。
唐
津
市
の
小
中
学
校

で
は
、
今
年
度
ま
で
に
１
学
級
１

台
の
電
子
黒
板
が
整
備
さ
れ
、
さ

ら
に
、
各
学
校
１
学
級
分
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
32
年
度
ま
で
に
順

次
整
備
す
る
計
画
で
す
。

　

学
力
向
上
へ
の
顕
著
な
効
果
は

ま
だ
表
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
急
速

に
進
む
情
報
化
社
会
へ
の
人
材
育

成
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
に
よ

る
教
育
へ
の
取
り
組
み
は
必
然
で

あ
る
と
認
識
し
ま
し
た
。

　

輪
島
市
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

民
間
企
業
に
よ
る
見
守
り
協
力
体

制
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
配
達
や

集
金
を
日
常
業
務
と
し
て
い
る
民

間
事
業
者
が
、
業
務
中
に
異
変
に

気
付
い
た
と
き
に
市
に
連
絡
し
て
、

市
職
員
が
訪
問
・
確
認
を
行
う
体

制
を
構
築
し
て
お
り
、
現
在
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
者
と
協
定
書
を
取

り
交
わ
し
て
い
ま
す
。

　

当
市
で
は
ど
の
よ
う
な
見
守
り

の
体
制
を
構
築
で
き
る
の
か
、
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

二
戸
市
は
民
間
企
業
と
提
携
し
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
「
に
の

へ
ブ
ラ
ン
ド
」
を
海
外
に
発
信
し
、

国
内
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ
る

こ
と
で
、
国
内
で
の
市
場
開
拓
、

販
路
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

外
務
省
に
交
渉
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
総
領
事
・
大
使
公
邸
に
お
い
て

二
戸
の
食
材
・
漆
器
・
酒
を
味
わ

う
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
成
功
さ
せ
、

３
年
間
続
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

当
市
で
も
同
様
の
特
産
品
が
あ

る
の
で
、
国
内
外
に
も
っ
と
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
必
要
が
あ
る
と
痛

感
し
て
き
ま
し
た
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

国
内
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

�

で
消
費
拡
大
を
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イ
ン
タビ ュー

広報特別委員会委員が
　おじゃましました！

〒
958－

8501 新
潟
県
村
上
市
三
之
町
１
番
１
号

T
EL/FA

X
  0254－

53－
3219（

直
通
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
アド
レス
　
http://www.city.murakami.lg.jp/site/shigikai/

メールアドレス
  gikai@

city.m
urakam

i.lg.jp

発
行
／
新
潟
県
村
上
市
議
会

発
行
責
任
者
／
議
会
議
長
　
三
田
敏
秋

2016.２
.15発

行
第
39号

む
ら
か
み
市
議
会
だ
よ
り 写真つながりで

　　豊かな田舎暮らし

優しい人たちに囲まれて

星
ほし

野
の

 恒
つね

夫
お

さん（寒川）

鈴
すず

木
き

 ブリサさん（葛籠山）

　もともと新発田市の出身で、新発田市内の高

校を卒業後、神奈川県相模原市に60歳まで暮ら

していました。妻が寒川出身で、義母が一人暮

らしをしていたので、以前から私の退職後は妻

の実家に戻ろうと考えていたところ、21年３月

に義母が入院したのを機にこちらへ移住しました。

　家のすぐそばを羽越本線が通っていることか

ら、走る電車の姿がよく眺められるようにと家

も改築しました。

　現在は写真を趣味にしており、豊栄の写真ク

ラブにも入っています。大好きな電車を撮った

写真が、地元ＪＡのカレンダーに掲載されたと

きはとてもうれしかったです。

　市展や県展にも出品し、Facebook、ブログ

にも電車や風景等さまざまな写真を載せていま

す。これからも元気で、この地方の美しい情景

の写真を撮り続けたいと思っています。

　初めて日本に来たのは、友人５人と胎内市の

会社で仕事をするためで、そのときに夫に出会

いました。そのときは何もなく仕事は終わり、

フィリピンへ帰りましたが、私を好きになって

いた夫がフィリピンまで追いかけてきてプロポ

ーズをしてくれました。父と母の反対はありま

せんでしたが、兄弟の大反対を受けました。そ

れでも日本に来たのは夫がとても優しい人だっ

たからです。

　結婚して13年になりました。子どもは小学校

６年生と５年生です。義父母は亡くなり、今は

４人暮らしです。３年前に介護の資格と運転免

許を取得し、今は介護の仕事をしています。

　雪については、初めは楽しかったのですが、

今は嫌だと思っています。

　言葉と生活習慣の違いに苦労していますが、

夫や周りの人たちがとても優しいので頑張って

いけます。仕事も楽しいです。
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